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目的 T4(tumor thickness>4mm)と N1(旧 AJCC 分類)の悪性黒色腫患者

の術後補助療法において、インタ－フェロンアルファ 2b 投与の有用

性を評価する 
研究デザイン ランダム化比較試験 
セッティング ECOG 施設 
対象者 T4(tumor thickness>4mm)と N1(旧 AJCC 分類)の悪性黒色腫患者

287 例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （3） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （3） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （22） 
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1 術後全生存期間の統計学的比較 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）
2 術後無病生存期間の統計学的比較 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）
3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

T4(tumor thickness>4mm)と N1(旧 AJCC 分類)の悪性黒色腫患者

において根治術後に高用量の IFN-αを 1 年間、大量投与すると対照

群（無処置）に比べ全生存期間（3.8 年対 2.8 年、P=0.0237）、無病

生存期間の中央値（1.7 年対 1 年、P=0.0023）に有意差がみられた。

結論 

ハイリスクの皮膚悪性黒色腫患者における術後補助療法としてのイ

ンタ－フェロンアルファ 2b の高用量投与は全生存期間および無病

生存期間の改善に役立つ。 
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